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温暖化に対する懐疑論の今



国際北極圏研究センター赤祖父俊一名誉教授より提供



ＩＰＣＣの「科学」の信頼性毀損例
• Glaciergate
ヒマラヤ氷河への影響＝2035年に全滅失？
WWFレポートのようなピアレビューを受けていない
2次ソース報告の取扱いが厳格ではないという問題

• Amazongate
アマゾン熱帯雨林への影響ー専門家ではない
ジャーナリストのレポートがもと、さらにそのレポート
にも書いていないことがAR4に記載
→IPCCが事実釈明し、外部監視委員会を設置。



Climategate(クライメイトゲート）事件

• イースト・アングリア大学研究者たち（Climate 
Research Unit)のデータ操作、科学者間での
ピアレビュー不正、情報開示要求に対する違
法取扱いの疑い

→Muir Russell レポートの結論（2010年7月）
①科学者の研究活動としての不正はなし

②研究者の情報公開に関する消極性を批判



InterAcademia Councilのレポー
ト

• IPCCは学際的委員会に助言・勧告を依頼。
①組織運営のための委員会の設置

②代表となる科学者は任期１期に限定

③レビューアーコメント、論争反映の確実化等
レビュープロセスの改善

④事象に確率を付す時は、十分な証拠を

⑤透明度の高いコミュニケーション戦略（誰が
組織を代表として話せるのかを明確に等）


